




書」や「退院時薬剤情報提供書」が

使用されており、患者さんの同意を得

て、次回受診する医療機関または調剤

薬局に伝えたい情報を記載し提供して

います。

当院ではこれらのツールを活用していま
すが、その他に喘息や慢性閉塞性肺

疾患（COPD）で使用される吸入薬

や糖尿病治療で使用されるインスリンに

ついて、薬剤師が使い方の説明をした

あとに、患者さんが間違いなく使用でき

ているかを病院と調剤薬局で確認でき

るようにしています（図 3）。

また、外来でがん治療を受けられている

患者さんが多くなるなかで、抗がん剤の

治療計画（レジメン）についても病院


